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研究成果の概要（和文）：　ハイレベルな競技スポーツは，アスリートのwell-beingや健康に対して，有害にも
恩恵にもなり得る．心理的準備や心理的スキルトレーニングは，アスリートの心理的健康を改善するために重要
である．そこで，本研究では，わが国の障害のあるトップアスリートの心理的競技能力と自己成長の指標である
心理的well-beingの関連性，および心理的競技能力が心理的well-beingに与える影響性について検討を行うこと
とを目的とした．また，インタビュー調査を通して，自己成長を促す心理サポートの方略について検討すること
とした．

研究成果の概要（英文）：Elite athletes must continually strive for success in highly competitive and
 stressful environments. High-level competitive athletics can therefore be either detrimental or 
beneficial for these athletes’ well-being and health. Psychological preparation and psychological 
skills training are important for improving athletes’ psychological health. The annual report from 
the Japanese Paralympic Committee shows that some coaches reported para-athletes needed a certain 
staying power under stressful situations and needed self-assessment abilities with regard to 
psychological factors. Coaches also strongly believed that psychological support could promote 
higher performance.
This study’s primary aim was to investigate the relationship between the psychological competitive 
ability and psychological well-being of elite para-athletes. The secondary aim was to describe the 
procedures of psychological support for promoting self-development in para-athletes.

研究分野：障がい者スポーツ
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１．研究開始当初の背景 
① 心理サポートの必要性  
 健常者のトップアスリートの競技パフォ
ーマンスの発揮において，技術や体力だけで
なく心理的側面の重要性に目が向けられ，心
理的競技能力を高める心理サポートのニー
ズが高まっている  (荒井ら , 2005; 徳永 , 
1998)．同様に，障害のあるトップアスリー
トにおいても心理サポートは重要な意味を
もつ (内田ら, 2007)．また，山﨑ら (2007) は
心理サポートの実践報告を行い，障害のある
アスリートの心理的側面に向き合っていく
重要性を指摘している．しかしながら，障害
のあるトップアスリートを対象とした心理
サポートに関する研究は，わが国においてい
まだ未発達の段階であることから，障害のあ
るトップアスリートを対象としたスポーツ
心理学研究の促進が急務であるといえる． 
② アスリートの人間的成長への支援 
 Ryff (1989) によって提唱された心理的
well-beingは，自己成長の指標として有効で
あり，人生に対する意味づけや方向性，目的
に関する「人生における目的」，個人の信念
に基づいて自己を評価する「自律性」，個人
の能力や可能性に関連する「人格的成長」，
自身を取り巻く環境の調整に関連する「環境
制御力」，重要な他者との結びつきの深さに
関する「積極的な他者関係」，および自己の
短所も含めた受容の程度である「自己変容」
の 6次元で構成される．  
 アスリートにおける心理的well-beingに関
しては，Lundqvist (2011) の提唱したモデル
が参考になる．このモデルに鑑みると，アス
リートに関連する心理的 well-being として，
包括的な well-being である主観的 well-being 
(生活満足感など), 心理的 well-being (自己受
容，他者とのポジティブな関わりなど), お
よび社会的 well-being (社会的受容，社会的
実現化など) が位置づけられている．そして，
その下位概念に，スポーツに関連する
well-beingが存在することが提唱されている．
スポーツに関連する well-beingも，包括的な
well-beingと同様に，スポーツ場面を考慮し
た主観的 well-being (競技満足感など), 心理
的well-being (アスリートとしての自己受容，
コーチ・チームメイトとのポジティブな関わ
りなど), および社会的 well-being (スポーツ
における社会的受容，スポーツを通した社会
的実現化など) が存在する． 
 このように，アスリートにとっての
well-beingを考えてみると，スポーツに特化
した well-beingというものが存在し，包括的
なwell-beingのような自己成長を遂げるため
には，欠かすことのできない概念だと考える
ことができる． 
  
２．研究の目的 
 本研究では，わが国の障害のあるトップア
スリートの心理的競技能力と自己成長の指
標である心理的 well-beingの関連性，および

心理的競技能力が心理的well-beingに与える
影響性について検討を行うこととを目的と
した．また，インタビュー調査を通して，自
己成長を促す心理サポートの方略について
検討することとした．なお，本研究は，九州
大学研究倫理委員会の承認を受け実施した． 

 
３．研究の方法 
3-1. 研究 1 の方法 (量的アプローチ) 
① 調査対象者 
調査対象者は，障害のあるトップアスリー
ト 103名 (平均年齢 33.6±10.01歳，平均競技
年数 12.3±6.97年) であった．  
② 質問項目 
心理的競技能力診断検査 (DIPCA. 3) 
 スポーツ競技用の心理的スキル尺度とし
て，徳永・橋本 (1994) によって開発された
心理的競技能力診断検査 (DIPCA. 3) を使用
した．質問は 52項目で，5因子 12下位尺度
から構成されている．本研究においては，各
因子の影響力を検討するため，競技意欲，精
神の安定・集中，自信，作戦能力，協調性の
5因子の得点を用いることとした． 
心理的 well-being尺度 (西田, 2000) 
 西田 (2000) が作成した心理的 well-being
尺度を用いた．本尺度は，人格的成長，人生
における目的，自立性，自己受容，環境制御
力，および積極的な他者関係の 6 因子 43 項
目で構成されている．本研究では，各因子得
点の合計により算出される心理的 well-being 
(以下，PWBとする) 得点を用いた． 
3-2. 研究 2の方法 (質的アプローチ)  
 20XX 年に開催された国際競技大会日本代
表選手のうち，メダル獲得者および上位入賞
者 20 名を対象に，半構造化インタビューを
実施した．インタビューは，対象者の居住地
や勤務地の最寄りの会議室などで実施した．
インタビュー後，ICレコーダに録音されたイ
ンタビュー内容の逐語録を作成した． 
  
４．研究成果 
① DIPCA. 3と PWBの相関分析 
 DIPCA. 3と PWBの関連性を検討するため
に，相関分析を実施した (表 1)．競技意欲や
自信と PWB には強い正の相関が認められ，
精神の安定・集中や作戦能力と PWB には，
中程度の正の相関が認められ，協調性と PWB
には弱い正の相関が認められた．これらのこ
とから，DIPCA. 3と PWBの間には，DIPCA. 
3の因子得点が高くなれば，PWBの得点が高
くなることが明らかになった．つまり，
DIPCA.3 と PWB にはすべての因子で正の関
連性があることが明らかになった．  
 小澤・長田 (2007) は，車椅子バスケット
ボール選手を対象に競技の意味を自由記述
で調査し，「自分への挑戦や成長の手段」，「人
生そのものあるいはその一部」といった回答
が最も多いことを示した．このことは，車椅
子バスケットボール選手にとってのバスケ
ットボールは，精神的支えとしての意味を担



っている可能性を示唆している．つまり，競
技に打ち込むことは，自己の成長と関係があ
ることを意味している．本研究の対象者は，
障害のあるトップアスリートであり，競技に
対しては成長や挑戦を念頭におきながら打
ち込んでいると考えられ，自身の向上を目指
しているといえる． 
② DIPCA. 3から PWBの重回帰分析 

 Lundqvist (2011) の提唱したモデルを参考
に，スポーツで獲得した心理的競技能力が
PWB に影響を与えるのではないかという仮
説を立て，DIPCA. 3の因子得点を独立変数，
PWB を従属変数とするステップワイズ重回
帰分析を行った (表 2)．この結果，DIPCA. 3
の「競技意欲」および「自信」の因子におい
て，正の影響力が確認された．  
 Uchida et al. (2015) は，デフアスリートを
対象に，スポーツドラマチック体験が，自己
受容，自己実現的態度，充実感，自己閉鎖性・
人間不信，および自己表明・対人的積極性を
予測することを示している．この Uchida et al. 
(2015) の研究で扱われている心理的要因に
は，PWBに含まれる内容のものも存在する．
この研究から考えられることは，スポーツに
関連する変数が PWB に影響力を持つ可能性
を示唆しているということである．本研究の
成果からも同様に，障害のあるトップアスリ
ートは，日々のトレーニングの中で，競技意
欲や自信を高めることによって，自己成長と
しての PWB を獲得していく過程を考えるこ
とができる．  

 ③ 自己成長を促す心理サポート 
 インタビューを通して得られたアスリー
トの語りのうち，競技場面での心理的な自己
成長および日常場面での「その人自身」とし
ての自己成長に関する内容を中心にまとめ
ていく． 
 まず，競技場面におけるアスリートとして
の心理的成長に関しては，積極的思考，多様
な自己コントロール，自信，自立心，責任感，
他者との人間関係の醸成，ロールモデルとし
ての認識，およびアサーティブなコミュニケ
ーションの獲得に関する発話がみられた．そ
して，これらの競技場面での成長を日常生活
場面に般化させている様子が伺えた．具体的
には，競技場面以外での他者との人間関係の
醸成，ライフイベントへのストレス対処，自
己管理，日常場面での積極的思考や感情のコ

ントロールなどが挙げられた． 
 また，世界観の拡大や障害者というレッテ
ルからの脱却に言及したアスリートも存在
した．障害者スポーツは，たとえ障害を有し
ていても，自己の可能性は閉ざされていない
ことに気づくきっかけ (内田ら, 2008) や，自
己の可能性を再発見し，自信や身体能力への
気づきを導く場 (Blinde & McClung, 1997) と
して考えられている．本研究の対象者らの語
りにみられるように，このような過程を支援
する心理サポートが重要といえよう． 
 さらに，共同体感覚に関する発話も確認さ
れた．共同体感覚とは，人間が互いを思い合
う感覚や，いま存在する時間や場所を大切に
できる感覚のことである (モサック＆マニア
ッチ, 2006)．このことは，対象者らの人間的
成長の証でもあり，心理サポートの一方略と
して価値の高い視点であろう． 
 競技における勝敗は，アスリートにとって
重要な意味をもつ一方で，それだけがスポー
ツの最終的な目標ではない．心理サポートに
おいて，自己成長に寄与する包括的な支援の
あり方を検討した本研究の価値は高い．  
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